
温めながら、美しい夕日に感動。目の前で選手がジャンプ！、夕日に向かって「明日の躍進と記録へ

しょうか。目を閉じれば残像がいつまでも焼き付きます。

１００年前、小浜温泉に滞在した歌人斎藤茂吉は、「ここに来て落日を見るを常とせり 海の落日も

忘れざるべし」と詠んでいます。その日の落日も、夕凪の鏡のような橘湾を黄金色に染めていたので

県高校駅伝競走大会の前日（11月1日）、選手達は、日本一長い足湯「ほっとふっと１０５」で足を

の挑戦」を誓っているのでしょう。がんばるぞ！！




